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■
一
般
会
計

　

合
併
で
膨
ら
ん
だ
歳
出
に
対

応
す
る
た
め
に
二
十
億
六
四
〇

〇
万
円
の
臨
時
財
政
対
策
債
を

発
行
し
た
が
、
当
て
に
し
て
い

た
地
方
交
付
税
は
、
既
に
総
額

歳
出
が
抑
制
さ
れ
今
後
危
う
く

な
っ
て
い
る
。
財
政
の
健
全
化

に
取
り
組
む
姿
勢
が
あ
れ
ば
、

可
能
な
限
り
臨
時
財
政
対
策
債

を
発
行
せ
ず
に
残
高
を
累
増
さ

せ
な
い
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
人
口
減
少
と
税
収

の
減
少
を
位
置
づ
け
た
縮
小
時

代
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
方
向
転

換
も
せ
ず
に
、
開
発
土
木
事
業

の
拡
張
主
義
で
財
政
悪
化
を
招

く
市
政
運
営
で
あ
る
た
め
、
反

対
す
る
も
の
で
あ
る
。

歳
出
の
総
務
費
で
は
、
職
員
一

人
当
た
り
の
市
民
数
を
六
年
後

に
は
一
一
七
人
か
ら
一
三
四
人

と
す
る
削
減
は
、
ど
の
よ
う
な

根
拠
な
の
か
道
筋
が
見
え
な
い
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行

が
当
初
の
見
込
み
を
下
回
っ
て

お
り
、
有
効
性
も
疑
わ
し
く
、

国
の
言
う
が
ま
ま
に
導
入
す
る

姿
勢
が
問
題
で
あ
る
。

民
生
費
で
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
の
残
業
時
間
が
多
く
、
労
働

環
境
へ
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
。

支
援
費
制
度
で
は
補
正
や
流
用

が
多
く
、
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
確
保
へ
の
積
極
的
な
姿
勢
が

見
ら
れ
な
い
。
シ
ェ
ル

タ
ー
運
営
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
担
当
職

員
だ
け
に
担
わ
せ
、
新

た
な
事
業
展
開
に
計
画

的
な
予
算
と
人
員
配
置

を
行
な
っ
て
い
な
い
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用

者
助
成
券
は
、
利
用
者

の
利
便
性
を
考
慮
し
て

い
な
い
。
基
本
健
診
の

有
料
化
は
受
診
者
を
減

ら
し
、
結
果
と
し
て
新

た
な
患
者
を
つ
く
り
出

す
懸
念
が
あ
る
。

衛
生
費
で
は
、
ご
み
袋
の
大
き

さ
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
改
め

る
べ
き
で
あ
る
。
清
掃
工
場
不

燃
物
処
理
施
設
に
関
す
る
地
元

自
治
会
と
の
裁
判
で
、
弁
護
士

着
手
金
を
支
出
し
て
い
る
の
は

問
題
で
あ
る
。

土
木
費
で
は
、
二
年
間
継
続
し

た
江
川
地
区
の
自
然
保
護
対
策

検
討
業
務
の
策
定
に
は
必
然
性

も
計
画
性
も
な
い
。
市
内
道
路

網
の
整
備
で
は
清
水
公
園
東
駅

前
線
な
ど
に
は
積
極
的
だ
が
、

生
活
用
道
路
整
備
が
後
回
し
に

な
っ
て
い
る
。
七
光
台
及
び
船

形
土
地
区
画
整
理
事
業
を
土
地

開
発
公
社
の
公
金
に
よ
り
、
企

業
救
済
に
走
っ
た
こ
と
は
問
題

で
あ
る
。

教
育
費
で
は
、
保
護
者
や
教
育

現
場
の
意
見
も
聞
か
ず
に
、
二

学
期
制
の
導
入
を
実
施
し
た
こ

と
は
遺
憾
で
あ
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

 

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下

げ
は
も
ち
ろ
ん
減
免
制
度
も
導

入
し
な
い
姿
勢
は
問
題
で
あ
る
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　

介
護
認
定
率
が
十
二
・
一
％

と
近
隣
市
と
比
較
し
て
二
ポ
イ

ン
ト
以
上
も
低
い
。

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

利
用
効
率
が
低
下
し
て
お
り
、

従
来
の
経
過
の
ま
ま
の
整
備
を

続
け
れ
ば
、
一
般
会
計
の
繰
り

入
れ
が
増
加
し
、
市
民
へ
の
負

担
過
重
と
な
る
。

現地視察（親野井羽貫線街路整備）

決算審査特別委員会
　決算審査は、予算の収支状況や執行状
況の可否を明らかにし、財政運営の適正
化を図り、今後の予算執行における指針
となるものです。
　なお、決算審査特別委員会の委員は次
のとおりです。

委 員 長　　平井　栄一
副委員長　　池田　利秋
委　　員　　藤田　　進　　竹内　美穂
　　　　　　小倉　良夫　　菅野　　保
　　　　　　植竹　健夫　　川辺　　茂
　　　　　　舩橋　繁雄　　木村たか子
　　　　　　小俣　文宣　　石原　義雄
　　　　　　矢口　健一　　越智　邦子
　　　　　　千久田祐子

平成15年度各会計決算を認定

歳出総額714億7,650万4千円

反
対  

討
論

　平成15年度各会計決算については、15人の委員で構成
する決算審査特別委員会を設置。９月17日から３日間に
わたり慎重な審査が行われ、本会議最終日の審議の結果、
各会計決算とも認定されました。
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■
次
木
親
野
井
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計

　

膨
大
な
保
留
地
処
分
が
行
き

詰
ま
り
、
将
来
の
財
政
へ
の
影

響
が
危
惧
さ
れ
る
。

■
一
般
会
計

　

合
併
に
伴
い
、
旧
関
宿
町
か

ら
の
移
行
予
算
が
合
算
さ
れ
た

た
め
、
歳
入
歳
出
と
も
前
年
と

比
較
し
て
増
額
に
な
っ
て
い
る

も
の
が
多
く
、
合
併
年
度
の
特

殊
性
を
含
ん
だ
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
、
財
政
面
な
ど

多
角
的
な
観
点
か
ら
合
併
の
事

務
事
業
調
整
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
、
新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
建

設
計
画
が
立
案
さ
れ
、
こ
れ
ら

の
計
画
に
沿
っ
た
適
正
な
事
務

執
行
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
行

政
改
革
大
綱
の
見
直
し
に
よ
り

実
施
計
画
が
策
定
さ
れ
、
計
画

行
政
を
常
に
念
頭
に
置
い
た
市

政
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
高
く
評

価
す
る
。

歳
出
の
総
務
費
で
は
、
旧
関
宿

町
役
場
を
改
修
し
、
図
書
館
や

小
ホ
ー
ル
な
ど
が
設
置
さ
れ
た
。

ま
た
、
市
民
の
利
便
性
の
確
保

の
た
め
に
、
三
路
線
で
ま
め
バ

ス
が
運
行
さ
れ
、
そ
の
成
果
に

は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
る
。

民
生
費
で
は
、
少
子
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
民
間
保
育
所
建

設
助
成
や
病
児
・
病
後
児
保
育

等
の
実
施
、
父
子
家
庭
支
援
手

当
て
、
住
宅
改
造
費
助
成
、
介

護
用
品
支
給
等
の
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
た
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

衛
生
費
で
は
、
関
宿
地
域
の
ご

み
・
し
尿
の
収
集
業
務
も
委
託

さ
れ
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
る

が
、
じ
ん
か
い
処
理
費
で
は
清

掃
工
場
と
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
運
転
経
費
が
委
託
費
用
を
除

い
て
も
二
倍
近
い
開
き
が
あ
る

の
で
改
善
を
求
め
る
。
ま
た
、

環
境
美
化
運
動
で
は
各
自
治
会

の
取
り
組
み
で
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
が
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
を
図

り
参
加
者
の
増
加
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

労
働
費
で
は
、
雇
用
促
進
調
査

員
が
継
続
実
施
さ
れ
て
お
り
、

現
下
の
雇
用
事
情
に
的
確
に
対

処
し
て
い
る
。

農
林
水
産
事
業
費
で
は
、
堆
肥

セ
ン
タ
ー
の
規
模
拡
大
に
対
処

し
て
い
る
。
今
後
は
生
ご
み
、

家
畜
の
排
せ
つ
物
の
肥
料
化
を

研
究
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

土
木
費
で
は
、
江
戸
川
左
岸
連

絡
道
路
、
阿
部
沼
第
一
排
水
区

の
六
丁
四
反
水
路
整
備
に
向
け

て
の
調
査
、
野
鳥
の
森
整
備
、

関
宿
総
合
公
園
整
備
事
業
等
が

着
実
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
継
続
実
施
さ
れ
て
い
た
山

崎
吉
春
線
の
堤
台
工
区
が
開
通

し
、
中
心
部
の
交
通
渋
滞
も
緩

和
さ
れ
る
な
ど
、
幹
線
道
路
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
関
宿
地
域
に
お
け
る
宝

珠
花
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
で
あ
る
親
野
井
羽
貫
線
に
つ

い
て
も
道
路
環
境
が
大
幅
に
改

善
さ
れ
て
い
る
。

消
防
費
で
は
、
平
成
十
六
年
度

ま
で
の
継
続
費
と
し
て
関
宿
地

域
へ
の
消
防
署
出
張
所
の
建
設

事
業
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
通
信
指
令
装
置
の
導
入
に

よ
り
、
指
令
業
務
の
迅
速
化
が

図
ら
れ
、消
防
・
救
護
活
動
が

強
化
さ
れ
た
。

教
育
費
で
は
、
小
学
校
七
校
、

中
学
校
三
校
へ
の
パ
ソ
コ
ン
設

置
及
び
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
に
よ

り
、
情
報
教
育
の
充
実
が
図
ら

れ
て
い
る
。

■
各
特
別
会
計　

　

そ
の
目
的
に
沿
っ
た
適
切
な

予
算
執
行
が
な
さ
れ
た
も
の
と

認
め
ら
れ
る
が
、
特
に
、
国
民

健
康
保
険
、
介
護
保
険
及
び
下

水
道
事
業
の
各
特
別
会
計
は
、

不
納
欠
損
や
収
入
未
済
額
が
多

く
、
収
納
率
の
向
上
に
一
層
の

努
力
を
要
望
す
る
。

■
水
道
事
業
会
計

　

上
花
輪
浄
水
場
か
ら
の
遠
方

監
視
制
御
及
び
中
根
配
水
場
か

ら
の
遠
方
監
視
体
制
を
図
る
こ

と
で
、
市
内
全
域
の
運
転
状
況

を
中
央
で
把
握
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
常
時
管
理
し
て
い

た
木
間
ケ
瀬
浄
水
場
の
無
人
運

転
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
評

価
す
る
。

■平成15年度各会計決算の状況

区 分 歳入決算額 歳出決算額

一 般 会 計 42,823,098千円 41,519,860千円

特

別

会

計

国民健康保険 12,393,512千円 12,193,602千円

下 水 道 事 業 3,695,636千円 3,601,267千円

老 人 保 健 9,650,740千円 9,539,918千円

用 地 取 得 237,242千円 162,252千円

介 護 保 険 4,129,569千円 4,013,303千円

次木親野井特定土地
区 画 整 理 事 業 452,441千円 446,302千円

合　　　計 73,382,238千円 71,476,504千円

決算審査特別委員会審査風景

賛
成  

討
論


